
珈　

戦
後
政
治
と
検
察
の
緊
張
関
係
は
強
ま
っ
た
り
弱

ま
っ
た
り
、
時
に
政
治
が
検
察
人
事
を
支
配
し
、
逆
に

特
捜
が
政
治
家
の
肝
を
冷
や
し
も
す
る
。
安
倍
政
権
で

検
察
人
事
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
菅
官
房
長
官
と
杉
田

和
博
副
長
官
だ
っ
た
。
政
権
の
下
で
は
黒
川
弘
務
東
京

高
検
検
事
長
が
重
用
さ
れ
、
つ
い
に
は
検
察
庁
法
の
改

正
、
定
年
延
長
な
ど
の
無
理
筋
が
登
場
し
、
挫
折
し
た
。

　

村
山
治
『
安
倍
・
菅
政
権 
��
検
察
庁
』（
文
藝
春
秋
、

１
７
６
０
円
）
は
ベ
テ
ラ
ン
司
法
記
者
な
ら
で
は
、
政

権
後
半
の
４
年
間
に
両
者
の
間
に
起
き
た
暗
闘
の
緻
密

な
描
写
に
は
引
き
込
ま
れ
る
。
安
倍
政
権
が
「
黒
川
検

事
総
長
」
を
目
論
ん
だ
最
大
の
動
機
が
「
桜
を
見
る
会
」

問
題
で
検
察
を
抑
え
こ
む
こ
と
に
あ
っ
た
と
す
る
一
方

で
、
黒
川
氏
も
政
権
に
振
り
回
さ
れ
た
被
害
者
だ
っ
た

と
の
指
摘
は
興
味
深
い
。
検
察
と
い
う
組
織
と
そ
の
機

能
の
理
解
を
深
め
る
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
検
察
の
中

立
性
の
大
事
さ
が
改
め
て
よ
く
わ
か
っ
た
。
官
邸
の
人

事
権
が
強
す
ぎ
る
と
ろ
く
な
こ
と
が
な
い
こ
と
も
。

玳　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
想
像

以
上
の
も
ろ
さ
を
露
呈
さ
せ
た
。
東
日
本
大
震
災
も
そ

う
だ
っ
た
が
、
非
常
時
に
は
情
報
伝
達
、
意
思
決
定
、

兵
站
な
ど
の
本
来
的
な
欠
陥
が
明
白
に
な
る
。
竹
中
治

堅
『
コ
ロ
ナ
危
機
の
政
治
』（
中
公
新
書
、
１
０
７
８

円
）
は
そ
の
点
を
丁
寧
に
分
析
し
て
い
て
大
い
に
参
考

に
な
っ
た
。
と
く
に
武
漢
封
鎖
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
頃
か

ら
特
措
法
、
知
事
の
権
限
、
検
査
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
な
ど
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今
に
尾
を
引
く
問
題
点
が
登
場
し
て
い
る
事
実
か
ら
は

「
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
」
の
言
葉
の
軽
さ
を
知
る
。

　

過
不
足
な
く
整
理
さ
れ
て
い
て
資
料
的
な
面
で
も
貴

重
だ
が
、
中
央
政
治
と
地
方
政
治
の
関
係
を
多
面
的
に

追
究
し
て
い
る
点
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。
一
強
の
は

ず
の
安
倍
政
権
が
地
方
自
治
と
の�
齟��
齬�
に
よ
っ
て
ほ
と

そ 

ご

ん
ど
指
導
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
事
実
の
指
摘
は
、

今
後
の
大
災
害
や
さ
ら
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
と
い

う
点
で
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
れ
を
機
に
権

限
配
分
の
あ
り
方
が
的
確
に
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
、
苦

し
む
の
は
ま
た
し
て
も
国
民
で
あ
る
だ
ろ
う
。

珎　

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
な
ど
Ｉ
Ｔ
企
業
の
ト
ッ

プ
は
わ
が
子
に
ス
マ
ホ
を
与
え
な
い
と
い
う
。
ア
ン
デ

シ
ュ
・
ハ
ン
セ
ン
『
ス
マ
ホ
脳
』（
新
潮
新
書
、
１
０
７

８
円
）
に
出
て
く
る
話
だ
。
確
か
に
ス
マ
ホ
は
ギ
ャ
ン

ブ
ル
や
麻
薬
並
み
に
依
存
性
が
強
い
。
ス
マ
ホ
を
脇
に

置
い
た
だ
け
で
集
中
力
や
記
憶
力
が
落
ち
心
の
病
が
増

え
る
な
ど
、
驚
く
べ
き
デ
ー
タ
の
数
々
が
示
さ
れ
る
。

人
間
の
脳
は
ス
マ
ホ
で
ド
ー
パ
ミ
ン
と
い
う
ご�
褒
美�
が

ほ

う

び

も
ら
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
「
人
間
の
進
化

の
見
地
」
か
ら
の
論
旨
は
説
得
的
で
、
自
分
だ
け
で
な

く
子
や
孫
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で
見
過
ご
せ
ぬ
一
冊
。

玻　

テ
レ
ビ
で
心
配
ば
か
り
せ
ず
長
尾
和
宏
『
コ
ロ
ナ

禍
の
９
割
は
情
報
災
害
』（
山
と
渓
谷
社
、
１
３
２
０
円
）

を
読
ん
で
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
よ
り
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
症
候
群
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
深
刻
だ
と
著
者
は
力

説
す
る
。
コ
ロ
ナ
の　

％
は
自
然
免
疫
で
対
応
で
き
る

９８

の
だ
と
も
。
歩
く
、
筋
肉
を
鍛
え
る
、
減
量
、
十
分
な

睡
眠
が
推
奨
さ
れ
る
。
個
人
的
に
は
説
得
力
十
分
だ
っ

た
が
、
悲
観
派
に
は
向
か
な
い
か
も
。���（
浅
野　
純
次
）
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